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これからを生き抜くための
肥育経営のお話し

（有）シェパード

中央家畜診療所

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

第3回目の今回は
牛飼いの基本となる

牛さんの消化の仕方について

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

牛さんの最大の特徴である
反芻胃を使った消化

• 反芻胃（ルーメン）があるから草やワラを
消化できる

• エネルギー源も人と異なる

• タンパク質の消化も人とは違う

• 反芻胃内に数兆の微生物を飼っていて、
その微生物が消化を行う

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

ルーメンのはたらきは？

• 微生物の働きで炭水化物（ＮＤＦとＮＦＣ）からＶＦＡ（揮発性
脂肪酸：牛のエネルギー源）を作る→人はデンプンからブドウ糖
を作る

• ＶＦＡを吸収する

• とくに粗飼料からつくられる酢酸がサシの細胞を増やす

• ＤＩＰから生じたアンモニアを微生物のはたらきで菌体タンパ
クに再合成する

→アミノ酸バランスの変更

エネルギーとサシ関係の栄養

筋肉の発達関係の栄養

ルーメンって第一胃のことだよ！

ＳＨＥＰＨＥＲＤ
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ルーメン絨毛の大切さ

• 第一胃内には、小さなヒダヒダがいっぱい

• これらのヒダ（絨毛）が大きく、数も多いほ
どルーメン粘膜の面積が広くなる

• 粘膜面積が広いほど、第一胃内でつくられ
た揮発性脂肪酸（牛のエネルギー源・サシ
のもと）の吸収がよい

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

系統の違いを心得る

• 大型牛（気高系）はＶＦＡ吸収速度が
速い

• 小型の肉質系（田尻系）はＶＦＡ吸収
速度が遅い

• 気高タイプはカロリー高め、田尻はタ
ンパク高め

• 増飼速度も田尻は遅く気高は早く

最大の違いは第一胃のＶＦＡ吸収速度

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

（その１）エネルギーとサシ関係の栄養

バイオバガス給与による粘膜絨毛発達 ＳＨＥＰＨＥＲＤ

ルーメンアシドーシスの発生機序

ルーメン形成の問題

粗飼料の不足などによる
腹づくりの失敗で粘膜絨毛が
小さく粘膜面積が狭い

ルーメンｐｈの低下で酸に弱い菌が減少

ルーメン機能の問題

ビタミンＡや亜鉛の
不足で粘膜機能が低下し
ＶＦＡの吸収力が低下

飼料の問題
発酵速度の速いデンプン質
飼料の多給でＶＦＡや乳酸の
発生量が増加

乳酸がさらに蓄積

悪玉菌まで死滅

これらの要因で

エンドトキシンの放出
肥満細胞からヒスタミン生成

ロボット病（食餌性蹄葉炎）

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

巡回時に得られる情報

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

巡回時に得られる情報
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巡回時に得られる情報

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

巡回時に得られる情報

ＳＨＥＰＨＥＲＤ ＳＨＥＰＨＥＲＤ

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

例 ４:ビタミンＡ欠乏とルーメン
アシドーシスが疑われる枝

•表面脂肪が融解し黄色化

•内部はズル

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

うしさんのタンパク質の使い方

• ＤＩＰから生じたアンモニアを微生物のはたら
きで菌体タンパクに再合成する

→アミノ酸バランスの変更

第一胃の働きその２（筋肉の発達関係の栄養）

牛さん独特のタンパク質の利用の仕方を
知っておきましょう

人間とはひと味違う！
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タンパク質は２種類ある

• タンパク質の中で、第一胃で急速に発酵してアンモニアに
なる部分

• 発生したアンモニアは菌体タンパクの材料となる

• 多く与えすぎると、第一胃内がアルカリ発酵して腐敗したり
（ルーメンアルカローシス）、尿がアルカリ性になって尿石
症多発

牛さんならではのタンパク質の利用

• 第一胃で分解されずに第四胃以下で消化される（ルーメン
バイパスタンパク）

第一胃で分解するタンパク：ＤＩＰ

第一胃で分解されないタンパク：ＵＩＰ

筋肉の発達関係の栄養

大豆粕はこちらが多い

炒り大豆はこちらが多い

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

肝臓

牛さんのタンパク質の使い方

牛さんが
消化できる
タンパク質

分解性
タンパク

非分解性
タンパク

アンモニア

アンモニア
利用菌

第一胃 第四胃

消化液で
アミノ酸に消化

小
腸
か
ら
吸
収

小腸

全
身
に
回
る

筋肉

子宮

尿中

菌体タンパク

デンプン利用

第一胃の働きその２（筋肉の発達関係の栄養）

ＳＨＥＰＨＥＲＤ

3, 今週はここまで !
お見逃し配信は、TELASAまたはHuLuで

（うっそでーす）


